
議会だより 
9月定例会 No.174平成20年11月1日 

発行：愛知県大口町議会 

町の木「モクセイ」町の木「モクセイ」 町の木「モクセイ」 

ポツポツと落ちてくる小雨を物ともせず、
舞台いっぱいにはじける南小5年の桜魂。
子どもたちの気合いと、踊り終えた充実
感が伝わってきます。 

大南桜魂　炸裂(やろ舞い大祭 大口南小5年生)
さくれつ 
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法人町民税２２億円、町税全体で６４億円
という過去最高額を記録した１９年度の
歳入は、企業の好景気によるもの。言
ってみれば「タナボタ」で得られた大
豊作です。 
米国のサブプライムローン問題に端を
発した金融危機は、日本にも少なから
ぬ影響を及ぼしています。１９年度決算
のような黒字が２０年度以降も得られる
保証はどこにもありません。 
恵まれた環境に甘んじることなく、将
来への備えも十分に整えておきたい。 
＝9月１５日現在のコメ作況指数は１０２
「やや良」と発表されている。 

9月定例会は3日から２６日までの２４日間の
会期で開かれました。 
町長の提出議案は、１９年度決算認定のほか

１２議案、議員提出議案は意見書提出を求める
議案など9議案が提出されました。最終日には人
事案件の撤回がありました。 
採決の結果、後期高齢者医療制度の廃止を

求める意見書など4議案は否決、他の議案はい
ずれも可決しました。 
一般質問では7人が、町政全般にわたり質問

をしました。 



9２０ 

工事後は道路の下に埋設される昭和用排水路
＝竹田一丁目、水路の左はヤマザキマザック
(株)の建物 

　
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
（
株
）

本
社
北
側
の
昭
和
用
排
水
路

を
地
下
水
路
に
し
ま
す
。
 

　
当
初
は
、
２１
年
か
ら
3
年

間
で
工
事
を
計
画
し
て
い
ま

し
た
が
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ

ク
が
敷
地
内
で
行
う
工
事
と

同
時
に
施
工
す
れ
ば
経
費
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
計
画
を
前
倒
し
に
し
て

着
手
す
る
も
の
で
す
。
 

　
完
成
す
れ
ば
、
片
側
に
歩

道
の
あ
る
幅
員
１０
メ
ー
ト
ル

の
道
路
に
な
り
ま
す
。
 

 

根が張るまで養生してある野球グラウンドの芝生 
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月
定
例
会
に
１９
年
度

の
決
算
認
定
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
と

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入

が
1
6
0
億
円
、
歳
出
が

1
5
3
億
円
と
い
う
大
型
の

決
算
で
す
。
 

　
歳
入
の
増
加
は
、
町
税
全

体
で
６４
億
円
を
超
え
る
税
収

が
あ
っ
た
こ
と
、
大
口
中
学

校
新
築
工
事
の
た
め
、
国
庫

支
出
金
、
基
金
か
ら
の
繰
入
、

町
債
（
借
金
）
が
増
え
た
た

め
で
す
。
歳
出
の
増
加
分
は

中
学
校
建
設
工
事
費
で
す
。
 

　
決
算
の
内
容
は
4
・
5
ペ

ー
ジ
で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
 

 

年
度
一
般
会
計
の
歳

入
は
、
決
算
に
伴
う

１９
年
度
の
繰
越
額
を
4
億

3
2
4
0
万
円
、
固
定
資
産

税
1
億
円
を
追
加
補
正
し
ま

す
。
一
方
、
歳
出
で
は
財
政

調
整
基
金
に
3
億
1
2
0
万

円
、
道
路
整
備
に
1
億
7
3
 

6
0
万
円
を
追
加
し
ま
す
。
 

 

員
提
出
議
案
と
し
て
、

国
や
県
に
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
議
案
が
あ
り

ま
し
た
。
可
決
し
た
議
案
は

意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
 

　
○
＝
可
決
　
●
＝
否
決
 

○
学
級
規
模
の
縮
小
と
次
期

定
数
改
善
計
画
の
実
施
を

求
め
る
意
見
書
 

○
国
お
よ
び
愛
知
県
の
私
学

助
成
の
増
額
と
拡
充
に
関

す
る
意
見
書
 

○
道
路
整
備
の
促
進
と
財
源

確
保
の
意
見
書
 

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
 

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

選
択
し
な
い
６５
歳
か
ら
７４

歳
の
障
が
い
者
に
、
医
療

費
助
成
制
度
の
適
用
を
求

め
る
意
見
書
 

●
国
民
生
活
を
守
る
た
め
原

油
・
燃
油
高
対
策
を
求
め

る
意
見
書
 

●
食
料
自
給
率
の
向
上
を
求

め
る
意
見
書
 

 

育
委
員
（
教
育
長
）

の
井
上
辰
　
氏
の
任

期
が
9
月
３０
日
で
満
了
に
な

る
た
め
、
同
氏
を
委
員
に
再

任
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
最
終
日
の
２６
日
に
町

長
か
ら
撤
回
し
た
い
旨
の
申

出
が
あ
っ
た
の
で
、
議
会
は

撤
回
を
承
認
し
ま
し
た
。
 

教 

議 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
 

   　
屋
上
か
ら
の
雨
漏
り
を
防

止
す
る
た
め
、
中
央
公
民
館

と
豊
田
学
共
の
屋
上
防
水
工

事
を
行
い
ま
す
。
 

　
内
訳
は
、
中
央
公
民
館

9
9
0
万
円
（
設
計
監
理
を

含
む
）
、
豊
田
学
共
5
0
0

万
円
で
す
。
 

     　
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
の
駐
車
場
が
手
狭
に
な
っ

た
の
で
、
セ
ン
タ
ー
西
側
お

よ
び
東
側
に
拡
張
し
、
駐
車

場
・
資
材
置
場
を
整
備
し
ま

す
。
予
算
額
は
用
地
購
入
費
・

造
成
費
・
賃
借
料
な
ど
で
す
。
 

     　
こ
の
助
成
金
は
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
整
備
し
た
こ
と
に

対
す
る
助
成
金
で
、

対
象
と
な
っ
た
事
業

は
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
芝
生
化
工
事
で
す
。
 

　
助
成
さ
れ
る
金
額

は
事
業
費
の
７５
％
で

す
。
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般
会
計
の
歳
入
が

1
1
1
億
7
9
0
0

万
円
、
歳
出
が
1
0
5
億

7
7
0
0
万
円
、
差
し
引
き

6
億
円
余
り
の
黒
字
と
い
う

大
型
の
決
算
で
し
た
（
表
1

参
照
）
。
１８
年
度
と
比
較
す

る
と
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３５
％
程
度
の
ア
ッ
プ
で
す
。
 

 

税
の
決
算
額
は
前
年

度
よ
り
１０
億
8
2
0
 

0
万
円
多
い
過
去
最
高
の
６４

億
2
4
0
0
万
円
（
前
年
比

２０
・
3
％
増
）
を
記
録
し
ま

し
た
。
 

 
主
な
要
因
は
、
好
調
な
企

業
業
績
を
受
け
法
人
町
民
税

が
２２
億
1
3
0
0
万
円
（
前

年
比
４３
・
6
％
増
）
に
な
っ

た
こ
と
、
所
得
税
と
住
民
税

と
の
税
源
移
譲
で
、
個
人
町

民
税
が
１３
億
2
1
0
0
万
円

（
同
２６
・
2
％
増
）
に
な
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
図

1
参
照
）
。
 

 

出
の
増

加
は
、

中
学
校
の
建

設
に
よ
り
教

育
費
が
２７
億

歳 一 町 

教
育
費
 

民
生
費
 

総
務
費
 

土
木
費
 

衛
生
費
 

消
防
費
 

公
債
費
 

農
業
費
 

議
会
費
 

商
工
費
 

労
働
費
 

固
定
資
産
税
 

法
人
町
民
税
 

個
人
町
民
税
 

町
た
ば
こ
税
 

軽
自
動
車
税
 

図2. 費目別支出の比較 図1. 税目別収入の比較 

19年度 
18年度 

教育費 
43％ 

民生費 
16％ 

総務費 
16％ 

土木費 
9％ 

衛生費 
6％ 

その他 
10％ 

0

10

20

30

（億円） 

45億4100万円 

0

5

10

15

20

25

30

（億円） 

18年度 
19年度 

※単位未満を四捨五入 

表1. １９年度歳入歳出決算額 

介護保険 

国民健康保険 

老人保健 

国際交流 

公共下水道 

農業集落家庭排水 

社本育英 

特

別

会

計

 

会 計 名  

一 般 会 計  111億7935万円 

7億5353万円 

19億3万円 

12億2311万円 

63万円 

9億3519万円 

2410万円 

118万円 

160億1712万円 

歳 入  

105億7695万円 

7億2732万円 

18億895万円 

12億2311万円 

1万円 

9億3464万円 

2410万円 

35万円 

152億9543万円 

歳 出  

6億240万円 

2621万円 

9108万円 

0 

62万円 

55万円 

0 

83万円 

7億2169万円 

差し引き 

合 　 計  
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表2. 財政力の推移 

17年度 

1.43 

72.9 

6.3 

3.1

 

財政力指数 

経常収支比率 

実質収支比率 

公債費比率 

18年度 

1.48 

64.3 

8.6 

2.7

19年度 

1.61 

61.2 

9.1 

1.7

7
7
0
0
万
円
増
の
４５
億

4
1
0
0
万
円
に
な
っ
た
こ

と
で
す
（
図
2
参
照
）
。
こ

の
う
ち
の
３３
億
円
ほ
ど
が
建

設
に
要
し
た
費
用
で
す
。
 

　
費
目
別
構
成
比
を
み
て
も

教
育
費
が
４０
％
を
超
え
て
い

ま
す
の
で
、
１９
年
度
の
歳
出

に
お
い
て
は
中
学
校
の
建
設

工
事
費
が
際
立
っ
て
い
た
こ

と
が
分
り
ま
す
。
 

 

方
公
共
団
体
の
財
政

状
況
を
あ
ら
わ
す
指

標
に
、
財
政
力
指
数
、
経
常

収
支
比
率
な
ど
が
あ
り
ま
す

（
表
2
参
照
）
。
 

　
実
質
収
支
比
率
は
9
・
1

％
で
す
の
で
、
3
％
か
ら
5

％
が
望
ま
し
い
と
す
る
値
か

ら
外
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
想
定
を
超
え
た

法
人
町
民
税
の
納
付
が
あ
っ

た
た
め
に
、
実
質
収
支
額
が

膨
ら
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
 

　
他
の
指
標
を
み
れ
ば
、
健

全
な
財
政
運
営
が
さ
れ
て
い

る
と
判
断
で
き
ま
す
。
 

 

か
し
、
健
全
と
言
わ

れ
て
も
な
ん
と
な
く

ピ
ン
と
こ
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
住

民
一
人
当
た
り
の
借
金
と
貯

金
は
い
く
ら
あ
る
の
か
、
そ

の
視
点
で
町
の
財
政
（
家
計

簿
）
を
計
算
し
て
み
ま
し
た

（
表
3
参
照
）
。
 

　
一
般
会
計
の
町
債
（
借
金
）

を
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
約
１２
万
円
に
な
り
ま
す
。

１９
年
度
の
実
質
収
支
（
歳
入

と
歳
出
の
比
較
）
が
6
億
円

の
黒
字
で
し
た
の
で
、
一
人

当
た
り
約
2
万
8
0
0
0
円

の
黒
字
の
繰
り
越
し
を
出
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
財
政

調
整
基
金
（
貯
金
）
を
み
る

と
、
住
民
一
人
当
た
り
約
8

万
4
0
0
0
円
の
蓄
え
が
あ

り
ま
す
。
 

　
つ
ま
り
、
ほ
ぼ
完
済
可
能

な
貯
え
を
持
ち
つ
つ
、
長
期

で
負
担
し
た
方
が
望
ま
し
い

も
の
に
限
っ
て
借
金
を
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
 

 

す
が
、
１９
年
度
の
よ

う
な
税
収
が
今
後
も

継
続
し
て
い
く
と
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
 

　
決
算
特
別
委
員
会
（
委
員

長
 
田
中
一
成
）
で
は
、
無

駄
な
支
出
は
な
い
か
、
効
率

的
な
行
政
運
営
が
さ
れ
て
い

る
か
、
予
算
執
行
は
適
正
か
、

な
ど
の
審
査
を
し
、
今
後
の

町
政
運
営
に
提
案
も
行
い
ま

し
た
。
 

　
決
算
特
別
委
員
会
・
本
会

議
と
も
に
、
賛
成
多
数
で
決

算
を
認
定
し
ま
し
た
。
 

地 

し 

で 

用語の解説 
○財政力指数 
　標準的な行政の仕事を行うのに必要な費用
をどれだけ自前で調達できるかを示す指標。数
値が1以上なら「財政が豊か」とされて普通交付
税が交付されない。 
○経常収支比率 
　人件費などの経常経費が一般財源をどの程
度占めるかで財政の弾力性を示す。７５％以下
が適正。 
○実質収支比率 
　実質収支額を標準財政規模で割ったもの。
3％から5％程度が望ましい。 
○公債費比率 
　一般財源に占める公債費（借金返済）の割合。
１０％を超えないことが望ましい。 

これを一人当たりにすると 

15年 16年 17年 18年 19年 

0

5

10

15

20

25

30
（億円） 

町債（一般会計） 
財政調整基金 

19年 

120,999 

84,060

18年 

89,470 

88,189

17年 

77,974 

62,116

16年 

78,005 

55,114

15年 

79,285 

59,775

 

町債（一般会計） 

財政調整基金 

表3. 一人当たりの借金と貯金 単位：円 

※各年度の決算額を4月1日現在の人口で割って算出 
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「
前
納
報
奨
金
制
度
の

検
討
を
す
る
」
と
主
要
施
策

の
成
果
報
告
書
に
書
か
れ
て

い
る
。
廃
止
の
検
討
か
、
そ

れ
と
も
継
続
の
検
討
か
。
 

　
　
住
民
税
（
普
通
徴
収
）

の
前
納
報
奨
金
は
、
廃
止
を

検
討
し
て
い
る
。
 

　
　
分
納
者
が
増
え
れ
ば
事

務
量
の
増
加
、
税
収
の
遅
れ

に
よ
る
事
業
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。
 

　
　
事
前
に
十
分
な
周
知
を

行
い
、
理
解
を
得
て
進
め
て

い
く
。
前
納
報
奨
金
を
廃
止

し
た
市
町
の
状
況
を
確
認
し

た
が
、
心
配
す
る
よ
う
な
影

響
は
出
て
い
な
い
。
 

    　
　
行
政
区
一
括
交
付
金
の

金
額
は
18
年
度
と
比
べ
る
と

少
な
い
。
防
犯
灯
の
設
置
な

ど
を
補
助
対
象
に
増
や
し
た

の
で
、
交
付
額
は
増
え
る
は

ず
。
一
括
交
付
に
し
て
、
個
々

の
金
額
を
減
ら
し
て
い
な
い

か
。
 

　
　
区
長
の
要
望
を
聞
い
て
、

年
度
当
初
と
実
績
に
よ
る
交

付
に
分
け
た
。
 

　
事
業
を
縮
小
し
た
区
の
交

付
額
が
前
年
を
下
回
っ
た
の

で
、
ト
ー
タ
ル
の
金
額
も
下

が
っ
た
。
 

　
交
付
金
の
計
算
方
法
が
実

情
に
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と

な
ら
見
直
し
も
考
え
た
い
。
 

    　
　
北
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員

が
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
た
め

対
策
が
望
ま
れ
る
と
成
果
報

告
書
に
書
い
て
あ
る
。
具
体

的
に
は
ど
う
い
う
対
策
か
。
 

　
　
定
員
３５
人
に
対
し
て
8

人
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。
潜

在
的
な
希
望
者
は
ま
だ
あ
る

と
聞
く
。
別
の
場
所
で
も
で

き
る
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し

た
い
。
 

　
　
定
員
の
基
準
は
。
 

　
　
児
童
数
３５
人
に
対
し
て

2
人
の
指
導
員
が
必
要
。
部

屋
の
広
さ
で
は
、
児
童
一
人

当
た
り
1
・
6
平
方
メ
ー
ト

ル
の
基
準
が
あ
る
。
 

        　
　
介
護
保
険
料
を
滞
納
す

る
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
ど

う
な
る
か
。
 

　
　
通
常
1
割
負
担
の
も
の

が
3
割
負
担
に
な
る
。
 

　
1
年
間
滞
納
す
る
と
、
一

時
的
に
１０
割
負
担
と
な
る
。

滞
納
が
な
く
な
れ
ば
1
割
に

戻
る
が
、
2
年
以
上
滞
納
を

続
け
る
と
3
割
負
担
と
な
る
。
 

　
　
滞
納
し
た
保
険
料
が
時

効
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

ず
っ
と
3
割
の
ま
ま
か
。
 

　
　
分
納
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

時
効
は
中
断
さ
れ
る
。
 

   

  　
　
介
護
予
防
と
し
て
、

「
貯
筋
運
動
ひ
ろ
め
隊
養
成

講
座
」
が
6
回
実
施
さ
れ
た
。

ど
う
い
う
目
的
の
も
の
か
。
 

　
　
豊
田
・
中
小
口
・
余
野

の
3
地
区
で
、
保
健
師
が
中

心
に
な
っ
て
介
護
予
防
教
室

を
開
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

教
室
を
各
地
区
に
広
め
る
た

め
、
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る

人
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座

で
あ
る
。
 

        　
　
芸
能
文
化
事
業
の
中
で
、

音
響
・
照
明
機
材
の
持
ち
込

み
費
を
支
援
す
る
旨
の
記
載

が
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
 

　
　
町
民
会
館
の
音
響
や
照

明
設
備
は
老
朽
化
し
て
お
り
、

十
分
な
機
能
が
果
た
せ
な
い
。

こ
の
修
繕
に
は
数
千
万
円
か

か
る
。
利
用
回
数
な
ど
を
考

え
る
と
、
団
体
か
ら
の
機
材

                   　
　
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
稼

働
状
況
と
維
持
費
は
。
 

　
　
年
1
回
、
五
条
川
自
然

塾
の
と
き
に
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ

と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
 

　
維
持
費
は
車
検
費
用
の
１９

万
3
0
0
0
円
。
 

　
　
防
災
訓
練
に
使
わ
な
い

と
意
味
が
な
い
の
で
は
。
 

　
　
訓
練
会
場
に
近
い
場
所

で
、
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
運

転
で
き
る
場
所
が
確
保
で
き

れ
ば
考
え
た
い
。
 

爆音をとどろかせながら水上を走り回るホバークラフト
＝8月3日、五条川自然塾で 

廃止か、存続か 

前納報奨金 

滞納すると3割に 

介護サービス 

機材持込みに支援 

芸能文化事業 

問 □ 問 □ 問 □ 答 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 

問 □ 

答 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 
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決算特別委員会で繰り広げられた質疑

の中から主なものを要約してお知らせし

ます。 

の
持
ち
込
み
費
を
支
援
す
る

方
法
で
、
芸
能
文
化
事
業
を

継
続
さ
せ
た
い
。
 

　
　
ど
の
団
体
に
対
し
て
も

支
援
を
行
っ
て
い
く
か
。
 

　
　
事
業
内
容
を
精
査
し
た

上
で
必
要
が
あ
れ
ば
支
援
す

る
。
 

 

        　
　
中
学
校
建
設
で
プ
ー
ル

の
地
盤
改
良
工
事
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
追
跡
調
査
は
行
っ

た
の
か
。
 

　
　
地
盤
改
良
後
に
地
盤
の

強
度
を
調
べ
る
最
終
試
験
を

行
っ
た
。
十
分
な
強
度
を
確

認
し
て
プ
ー
ル
を
建
設
し
た

の
で
問
題
は
な
い
。
 

    　
　
ふ
れ
あ
い
池
管
理
事
業

と
し
て
毎
年
3
5
0
万
円
ぐ

ら
い
支
出
し
て
い
る
。
利
用

者
も
減
っ
て
い
る
と
聞
く
。

事
業
の
見
直
し
も
検
討
さ
れ

て
は
。
 

　
　
先
日
も
親
子
釣
り
教
室

を
開
催
し
た
。
今
後
も
委
託

先
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

な
が
ら
進
め
て
い
く
。
 

 

地盤の再調査は 

中学校プール 

中小口の予定は 

国土調査 

 　
　
19
年
度
の
木
造
住
宅
耐

震
改
修
費
補
助
金
の
申
請
は

1
件
の
み
。
こ
れ
ま
で
に
何

件
の
申
請
が
あ
っ
た
か
。
 

　
　
１５
年
度
か
ら
１９
年
度
ま

で
に
6
件
あ
っ
た
。
 

　
　
補
助
金
の
上
限
60
万
円

が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
耐
震
改
修
を
進

め
る
手
立
て
は
な
い
か
。
 

　
　
地
震
防
災
マ
ッ
プ
や
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
な

ど
で
地
震
に
対
す
る
備
え
の

必
要
性
を
周
知
し
て
き
た
。

顕
著
な
効
果
は
表
れ
て
い
な

い
が
、
今
後
も
周
知
に
努
め

た
い
。
 

　
　
中
小
口
地
区
の
国
土
調

査
（
地
籍
調
査
）
は
い
つ
ご

ろ
計
画
さ
れ
る
の
か
。
 

　
　
中
小
口
の
区
画
整
理
事

業
に
合
わ
せ
て
国
土
調
査
を

予
定
し
て
い
る
。
 

　
　
区
画
整
理
の
区
域
外
だ

け
で
も
先
に
で
き
な
い
か
。
 

　
　
区
画
整
理
と
同
時
期
に

行
い
た
い
が
、
状
況
に
よ
っ

て
は
考
え
る
。
 

倒壊した家屋から被災者の救出をする丹羽消防署
の隊員＝9月6日、大口町防災訓練で 

賛
成
討
論
 

　
丹
羽
　
勉
議
員
 

　
企
業
の
好
景
気
を
背
景
に

財
政
調
整
基
金
等
へ
増
資
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
。
 

 
施
設
等
の
集
中
管
理
、
補

助
金
の
整
理
統
合
、
住
民
と

の
協
働
、
受
益
者
負
担
の
見

直
し
な
ど
適
切
な
対
応
が
図

ら
れ
た
。
 

 
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
効
率
的
な

運
営
が
行
わ
れ
、
適
切
に
処

理
さ
れ
て
い
る
。
 

反
対
討
論
 

　
吉
田
　
正
議
員
 

　
定
率
減
税
の
廃
止
で
増
税

に
な
っ
た
。
ま
た
、
介
護
保

険
料
や
国
保
税
の
軽
減
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
人
も
い

る
。
庶
民
に
は
大
増
税
ば
か

り
。
延
長
保
育
料
の
負
担
増

も
許
せ
な
い
。
 

 
不
要
と
思
え
る
支
出
が
あ

る
一
方
で
、
高
齢
者
を
思
い

や
る
事
業
を
削
る
な
ど
、
豊

か
さ
が
実
感
で
き
な
い
。
 

採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、
可
決
可
決
 

（
賛
成

（
賛
成
１２
、
反
対
反
対
２
） 

採
決
の
結
果
、
可
決
 

（
賛
成
１２
、
反
対
２
） 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 
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一
　
般 

質
　
問 

土

田

　

進

議

員

 

町政を問う 町政を問う 
一
般
質
問 

9月定例会の一般質問は 
7人が質問しました。 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 
9月議会はクールビズで行いました。 

土田　進議員  

                

全
町
農
業
公
園
構

想
が
提
案
さ
れ
て

か
ら
5
年
半
が
経
過
し
た
。

農
業
公
園
構
想
は
、
農
地
の

持
つ
多
面
的
な
機
能
を
利
用

し
て
、
農
業
の
活
性
化
、
食

料
自
給
率
を
高
め
る
施
策
で

あ
る
。
 

①
　
こ
の
5
年
間
に
ど
の
よ

う
な
事
業
が
行
わ
れ
、
そ
れ

を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。
 

②
　
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
い

て
も
大
し
た
成
果
は
上
げ
ら

れ
な
い
。
推
進
策
は
な
い
か
。
                 

①
　
朝

市
の
実

施
、
古
代
米
の
栽
培
、
れ
ん

げ
祭
り
の
開
催
、
生
ご
み
の

堆
肥
化
事
業
な
ど
を
行
っ
た
。
 

　
評
価
と
し
て
、
食
と
農
に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
、
住

民
と
の
協
働
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
 

②
　
農
業
が
「
業
」
と
し
て

成
り
立
つ
仕
組
み
作
り
に
取

り
組
み
た
い
。
 

　
大
口
町
に
は
他
の
市
町
に

は
な
い
ハ
イ
テ
ク
工
場
が
多

く
立
地
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
恵
ま
れ
た
環
境
を
農
業
の

振
興
に
生
か
す
こ
と
な
ど
を

は
じ
め
、
生
産
性
の
向
上
、

農
業
の
所
得
向
上
に
つ
な
が

る
施
策
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。
 

農
業
の
推
進
に
理

解
と
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
全
町
農
業

公
園
構
想
を
策
定
し
た
。
農

業
を
未
来
型
産
業
と
位
置
付

け
推
進
し
た
こ
と
は
忘
れ
て

い
な
い
し
、
今
も
方
針
に
二

言
は
な
い
。
 

　
し
か
し
、
現
実
に
農
業
が

置
か
れ
て
い
る
環
境
は
非
常

に
厳
し
い
。
行
政
が
何
ら
か

の
支
援
を
し
、
工
夫
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
 

 

 

町
が
推
進
し
て
い

る
「
菜
の
花
エ
コ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
農
業
公

園
構
想
の
理
念
に
合
致
す
る
。

今
後
も
積
極
的
に
進
め
て
い

く
べ
き
事
業
で
あ
る
。
 

①
　
今
後
は
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
か
。
 

②
　
菜
の
花
の
収
穫
に
専
門

の
機
械
を
導
入
し
て
は
。
 

③
　
菜
の
花
の
栽
培
者
に
助

成
金
を
。
 

                 

 

①
　
菜

種
油
と

し
て
給
食
に
利
用
す
る
な
ど
、

菜
種
の
栽
培
か
ら
菜
種
油
の

加
工
・
販
売
ま
で
ト
ー
タ
ル

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
仕
組

み
を
推
進
し
た
い
。
 

②
　
レ
ン
タ
ル
も
含
め
、
機

械
の
導
入
を
検
討
す
る
。
 

③
　
町
内
で
の
循
環
シ
ス
テ

ム
を
早
急
に
構
築
し
て
、
ど

の
段
階
で
の
助
成
が
効
果
的

で
あ
る
か
を
検
討
し
た
い
。
 

 環
境
建
設
部
長 

 

土
田 

町
長 

土
田 

環
境
建
設
部
長 

環境・景観・交流・教育をキーワードとして毎年実施
している「れんげまつり」＝4月２９日、温水プール
東側の田んぼで 
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大
口
町
は
住
民
団

体
と
連
携
し
、
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
活
動
拠
点
と
し
て
「
市
民

活
動
拠
点
施
設
整
備
事
業
」

を
推
進
し
て
い
る
。
 

①
　
活
動
拠
点
で
あ
る
町
民

活
動
セ
ン
タ
ー
の
整
備
状
況

は
。
 

②
　
町
民
活
動
の
拠
点
づ
く

り
と
小
学
校
の
校
舎
耐
震
工

事
で
は
、
ど
ち
ら
を
優
先
さ

せ
る
の
か
。
 

①
　
ま

ち
づ
く

り
検
討
会
で
は
、
「
施
設
あ

り
き
で
は
な
い
」
と
い
う
考

え
方
も
出
て
き
た
。
「
今
な

ぜ
、
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
が

必
要
な
の
か
」
に
戻
っ
て
、

再
検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
。
 

　
3
月
の
協
議
会
で
は
具
体

的
な
資
料
を
も
と
に
説
明
し

た
が
、
施
設
そ
の
も
の
の
整

備
は
進
展
し
て
い
な
い
。
 

 

②
　
学
校
の
安
全

確
保
は
最
重
要
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
北
小

と
南
小
の
耐
震
化
も
同
時
に

進
め
て
い
く
。
 

　
先
人
の
お
か
げ
で
今
の
豊

か
さ
が
あ
る
。
そ
の
豊
か
さ

が
消
え
る
前
に
対
応
す
る
の

が
我
々
の
責
務
。
 

　
そ
う
し
た
視
点
で
町
民
活

動
セ
ン
タ
ー
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
 

  そ
の
他
の
質
問
 

問
　
町
税
の
不
納
欠
損
を
減

ら
す
施
策
は
。
 

答
　
延
長
・
休
日
窓
口
の
開

設
、
徴
収
強
化
月
間
を
設
け

て
納
税
相
談
に
応
じ
た
。
 

町
長 

丹羽　勉議員 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

議

員

 

１８
年
度
決
算
に
よ

る
と
、
町
民
一
人

当
た
り
の
行
政
コ
ス
ト
は
２９

万
4
0
0
0
円
。
町
民
は
1

年
間
に
２９
万
4
0
0
0
円
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と

感
じ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
 

①
　
行
政
の
人
的
サ
ー
ビ
ス

や
給
付
サ
ー
ビ
ス
に
ム
ダ
は

な
い
か
。
 

②
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
改
善

す
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
。
 

①
　
事
業
費

に
対
し
て
十

分
な
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る

か
、
本
当
に
必
要
な
事
業
で

あ
っ
た
か
、
と
い
う
意
識
を

持
ち
な
が
ら
行
政
経
営
を
進

め
て
い
る
。
具
体
的
な
数
値

目
標
を
掲
げ
て
、
達
成
度
を

評
価
し
な
が
ら
一
丸
と
な
っ

て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
を

高
め
た
い
。
 

②
　
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
行
政
が
す
る

だ
け
で
は
な
く
て
、

住
民
と
の
協
働
で

満
足
度
は
高
ま
っ

て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。
行
政

だ
け
で
は
で
き
な

い
サ
ー
ビ
ス
が
、

住
民
参
加
に
よ
っ

て
築
か
れ
て
い
く

も
の
だ
と
思
う
。
 

 

町
長 

丹
羽 

副
町
長 

１８年度決算による人口一人当たりの行政コスト一覧表 

※単位未満四捨五入のため、合計が合わない場合がある。 
※この表は、丹羽議員の一般質問資料から関係部分を抜粋した。 

単位：円 

犬山市 江南市 小牧市 岩倉市 扶桑町 大口町 大口町 

69,983 

82,320 

85,122 

0 

3,847 

322 

241,595

人件費 

物件費等 

扶助費・補助費等 

災害復旧費 

公債費 

不納欠損額 

合　計 

58,947 

68,428 

79,441 

36 

4,095 

356 

211,303

54,822 

99,412 

98,779 

34 

3,840 

1,209 

258,096

75,546 

67,071 

89,354 

0 

5,893 

717 

238,581

57,047 

74,018 

107,943 

0 

2,697 

123 

241,827

67,057 

112,028 

112,198 

0 

1,821 

1,284 

294,389

行
政
コ
ス
ト
 

健
康
福
祉
部
長 

丹
羽 



毎週2回、河北区内を回ってポリバケツを回収。
3基ある堆肥化処理装置に生ごみを投入すると、
1週間ぐらいで一次発酵の堆肥に＝１０月2日、
河北エコステーションで 

これまでの経過 
 

 
生ごみ堆肥化実験を開始(クリーンセンター北側) 
河北デモプロジェクト開始(河北グラウンド駐車場) 
河北エコステーション稼働(河北焼却場入口) 
１７年度予算から下小口エコステーションに関する部分を
削除、修正議案を可決。以後、生ごみの処理方法(町内に
1か所の集中型か各地区に1か所の分散型)について協議・
検討されたが進展がみられず。 

１４年１１月 
 １５年 9月 
  １６年１１月 
   １７年 3月 

                  

大
変
多
く
の
人
が

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
お
り
、
ご

み
の
減
量
化
に
役
立
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
か
ら
遠
い
住
民
の

利
用
率
が
低
い
こ
と
は
統
計

上
明
ら
か
。
 

　
町
に
１
か
所
で
は
な
く
、

遠
い
地
区
の
人
の
た
め
に
も
、

南
部
や
北
部
に
施
設
を
増
設

す
べ
き
で
あ
る
。
 

                  

9
月
議

会
に
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場
を
増
設
す
る
補
正
予
算
を

上
程
し
て
い
る
。
 

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

増
設
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場

を
増
設
し
た
こ
と
に
よ
る
効

果
、
今
後
の
利
用
状
況
な
ど

を
精
査
し
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。
 

宮
田 

環
境
建
設
部
長 
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今
、
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
地

球
温
暖
化
の
原
因
の
ひ
と
つ

に
、
ご
み
の
焼
却
が
あ
る
。

水
分
を
多
量
に
含
ん
だ
生
ご

み
を
可
燃
ご
み
と
し
て
一
緒

に
燃
や
す
こ
と
は
、
環
境
の

悪
化
、
資
源
の
無
駄
使
い
に

つ
な
が
る
。
 

　
二
酸
化
炭
素
の
削
減
は
、

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
今
の
自
分
た
ち
が

積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
 

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
近
は
生
ご
み
の
こ
と
が
話

題
に
な
ら
な
い
。
ど
う
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
。
 

  

    

生
ご
み

の
堆
肥

化
は
、
2
市
2
町
で
構
成
す

る
「
ご
み
焼
却
処
理
広
域
化

第
1
小
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。
 

　
現
在
河
北
地
区
で
取
り
組

ん
で
い
る
生
ご
み
堆
肥
化
事

業
は
、
こ
れ
か
ら
の
生
ご
み

処
理
を
考
え
る
上
で
大
変
参

考
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
 

宮
田 

宮田和美議員 

環
境
建
設
参
事 

地域別利用者数　２０年8月分 

下小口 
22％ 

秋田 
12％ 

中小口 
8％ 

上小口 
7％ 

大屋敷 
6％ 

さつきケ丘 
5％ 

豊田 
4％ 

外坪 
4％ 

河北 
3％ 

垣田 
3％ 

余野 
２６％ 



教
育
部
長 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

柘植　満議員 

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

の
あ
る
子
ど
も
た

ち
を
学
校
や
保
育
園
で
ど
う

支
え
る
か
と
い
う
取
り
組
み

が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ

た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安

全
な
生
活
を
保
つ
べ
き
対
応

が
必
要
で
あ
る
。
 

①
　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
有

病
率
は
。
 

②
　
幼
児
期
に
発
症
が
多
い
。

保
育
園
と
学
校
と
の
情
報
の

連
携
は
ど
う
か
。
 

③
　
重
症
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
を
起
こ
す
子
供
は
い
る

か
。
ま
た
、
エ
ピ
ペ
ン
投
与

の
考
え
は
。
 

④
　
学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
は
ど
う
か
。
 

⑤
　
プ
ー
ル
の
塩
素
対
策
は
。
 

⑥
　
小
学
校
の
保
健
室
に
温

水
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
し
、
軟

こ
う
を
塗
れ
る
よ
う
環
境
整

備
を
。
 

⑦
　
保
健
師
や
教
師
な
ど
に
、

専
門
的
な
研
修
を
行
っ
て
い

る
か
。
 

 

①
　
表
１
の

と
お
り
 

②
　
教
育
委
員
会
か
ら
保
育

園
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
情

報
を
流
し
て
い
く
。
 

③
　
現
在
は
い
な
い
。
 

　
万
が
一
、
投
与
が
原
因
で

事
故
が
起
き
た
場
合
は
重
大

な
責
任
問
題
に
な
る
。
 

　
学
校
と
し
て
は
、
緊
急
時

の
対
応
を
確
認
し
、
個
々
の

児
童
・
生
徒
に
即
し
た
取
り

組
み
を
行
う
。
 

　
現
段
階
で
は
、
一
刻
も
早

く
病
院
に
搬
送
す
る
方
が
重

要
と
考
え
る
。
 

④
　
要
望
が
あ
っ
た
家
庭
に

は
、
献
立
表
の
ほ
か
に
給
食

材
料
表
、
使
用
添
加
物
表
な

ど
を
渡
し
て
い
る
。
 

　
献
立
に
よ
っ
て
は
、
弁
当

持
参
を
お
願
い
し
て
い
る
。
 

　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど

も
に
対
し
て
別
の
献
立
を
用

意
し
た
り
、
料
理
の
素
材
を

分
け
た
り
も
し
て
い
る
。
 

   

⑤
　
プ
ー
ル
後
の
温
水
シ
ャ

ワ
ー
浴
が
有
効
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
温
水
シ
ャ
ワ
ー
を
設

置
し
て
い
る
。
 

⑥
　
学
校
の
改
修
工
事
に
あ

わ
せ
て
検
討
す
る
。
 

⑦
　
8
月
に
養
護
教
諭
と
保

健
師
を
対
象
と
し
た
講
演
会

が
開
か
れ
、
出
席
し
て
い
る
。

時
間
が
許
す
限
り
、
今
後
も

研
修
に
努
め
さ
せ
る
。
 

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
冊
子
や
ア
レ

ル
ギ
ー
食
の
レ
シ
ピ
の
本
な

ど
、
国
か
ら
無
償
で
提
供
さ

れ
て
い
る
。
取
り
寄
せ
て
、

保
護
者
に
配
付
ま
た
は
保
健

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
設
置
す

る
考
え
は
。
 

ぜ
ひ
と

も
積
極

的
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
 

 柘
植 

出典：学校のアレルギー疾患に対
する取り組みガイドライン 

アナフェラキシー 
　ハチ、食物、薬物などが原因で起
こる急性のアレルギー反応。じんま
しん、呼吸困難、めまい、意識障害
などのショック症状を引き起こし、
生命を脅かすこともある。 

エピペン 
アナフィラキシーの症状が起こった
場合に使うアドレナリン（薬液）と
注射針が内蔵されている自己注射薬
（商品名）。注射器の先端を太もも
の前外側に押し付けると、内蔵され
る注射針が出て筋肉内注射ができる。 

表1.　アレルギー疾患保有率 

保育園 

南保育園 

中保育園 

西保育園 

北保育園 

小学校 

南小学校 

北小学校 

西小学校 

中学校 

合　計 

108人 

26人 

26人 

22人 

34人 

81人 

12人 

27人 

42人 

26人 

215人 

19.3％ 

23.0% 

16.6% 

13.4% 

27.2% 

5.3％ 

3.3% 

4.8% 

6.9% 

3.8% 

7.7%

※保育園は9月1日、小中学校は5月1日現在
の数値。 
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地
域
全
体
で
学
校

を
支
援
す
る
「
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
が
、

大
口
中
学
校
で
立
ち
上
が
っ

た
。
 

　
支
援
の
仕
方
・
内
容
は
さ

ま
ざ
ま
だ
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
支
援
事
業
を
展
開

す
る
の
か
。
 

 

 

こ
の
事
業
は
、

地
域
全
体
で

中
学
校
教
育
を
支
援
す
る
目

的
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
。
 

　
6
月
２５
日
に
大
口
町
実
行

委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
同
時

に
「
学
校
支
援
地
域
本
部
」

が
設
立
さ
れ
た
。
7
月
に
3

回
、
事
業
説
明
会
を
実
施
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
さ
れ

た
人
は
４２
人
に
上
る
。
 

　
花
壇
の
手
入
れ
、
校
舎
の

修
繕
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
支
援

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
な

さ
れ
た
。
 

　
２０
年
度
は
時
間
的
余
裕
が

な
い
こ
と
か
ら
、
と
り
あ
え

ず
日
常
清
掃
の
活
動
支
援
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
 

広報おおぐち7月号より 

第1回の清掃活動支援＝１０月１０日 

木
野 

教
育
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

木

野

春

徳

議

員

 

木野春徳議員 

 
 

２０
年
3
月
に
新
学

習
指
導
要
領
が
告

示
さ
れ
、
小
学
校
5
・
6
年

生
は
、
週
1
時
間
（
年
間
３５

時
間
）
の
外
国
語
活
動
が
、

２３
年
度
か
ら
必
修
と
な
る
。
 

移
行
措
置
期
間
で
あ
る
２１
年

度
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。
 

    

　
 

  

外
国
語
活
動

に
あ
て
る
た
め
、

２１
年
度
か
ら
授
業
時
間
を
1

時
間
増
や
す
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。
 

　
大
口
町
の
小
学
校
で
は
南

小
に
は
週
1
日
、
北
小
と
西

小
に
は
週
2
日
、
外
国
人
指

導
助
手
を
派
遣
し
、
英
語
に

親
し
む
機
会
を
設
け
て
き
た
。
 

　
外
国
語
活
動
の
指
導
は
、

学
級
担
任
や
専
科
教
員
が
外

国
人
指
導
助
手
と
協
力
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
 

 教
育
長 

木
野 

　週5日制への対応と、教育の
ゆとりと充実を目指してきた現
行の学習指導要領は、授業時
間の減少、学習内容の削減、そ
れに伴う学力低下が問題とさ
れてきた。 
　今回の改訂で、言語活動・体
験活動の充実、理数教育、伝統
や文化に関する教育、道徳教育、
外国語教育の充実が図られる。 



健
康
福
祉
部
長 吉田　正議員 

吉
田 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

議

員

 

愛
知
県
で
は
、
６５

歳
か
ら
７４
歳
ま
で

の
障
が
い
者
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
な
け

れ
ば
福
祉
医
療
費
の
給
付
が

受
け
ら
れ
な
い
。
そ
う
し
た

県
は
全
国
に
9
つ
し
か
な
い
。
 

①
　
こ
の
現
実
を
ど
う
考
え

る
か
。
 

②
　
こ
の
た
め
の
保
険
料
は

い
く
ら
か
か
る
の
か
。
 

③
　
広
域
連
合
に
是
正
を
要

望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

①
　
今

ま
で
不

要
で
あ
っ
た
保
険
料
が
新
た

に
発
生
し
た
人
も
い
る
。
多

少
の
矛
盾
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
新
制
度
で
の
負
担

は
や
む
を
得
な
い
。
 

　
愛
知
県
の
福
祉
医
療
制
度

は
、
他
の
県
と
比
べ
て
も
見

劣
り
し
な
い
。
 

②
　
図
１
の
と
お
り
 

③
　
い
ま
一
度
よ
く
調
査
し

て
、
必
要
で
あ
れ
ば
要
望
し

て
い
き
た
い
。
 

  そ
の
他
の
質
問
 

問
　
低
所
得
者
の
国
保
税
負

担
を
減
ら
せ
。
 

答
　
所
得
に
応
じ
た
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0

人 

万円 
0～
5

45
～
50

40
～
45

35
～
40

30
～
35

25
～
30

20
～
25

15
～
20

10
～
15

5～
10

図1.　６５歳から７４歳の障がい者で後期高齢者医療に 
加入している人の年間保険料 
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障
害
者
福
祉
を
テ

ー
マ
に
、
長
野
市

の
「
な
が
の
障
害
者
生
活
支

援
協
会
」
と
、
恵
那
市
の
「
た

ん
ぽ
ぽ
作
業
所
」
を
視
察
し

た
（
関
連
記
事
１６
Ｐ
）
。
 

　
両
方
の
施
設
と
も
、
一
人

ひ
と
り
の
障
が
い
者
の
適
性

に
合
わ
せ
て
、
仕
事
を
開
拓

し
て
い
る
。
 

　
こ
れ
ら
の
施
設
を
参
考
に
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
「
押
し

付
け
」
的
な
援
助
を
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
 施

設
の

歴
史
、

規
模
な
ど
大
き
く
異
な
る
が
、

障
が
い
者
の
自
立
を
支
援
す

る
施
設
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
。

個
々
の
障
が
い
者
が
、
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ

う
側
面
的
な
支
援
を
行
い
た

い
。
 

お
お
ぐ
ち
福
祉
会

は
後
援
者
が
会
員

と
な
っ
て
支
援
し
、
自
立
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。
 

　
施
設
自
ら
の
発
想
で
事
業

を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
も

必
要
。
 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

町
長 

 



（
右
）
種
堆
肥
と
混
ぜ
な
が
ら
完
熟
堆
肥
と
な

る
生
ご
み
 

（
下
）
可
燃
ご
み
と
同
様
に
回
収
さ
れ
る
生
ご
み

回
収
ボ
ッ
ク
ス
＝
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
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一
　
般 

質
　
問 

田

中
一
成

議

員

 

2
市
2
町
か
ら
5

人
ず
つ
の
委
員
を

選
出
し
た
、
ご
み
焼
却
施
設

の
建
設
候
補
地
検
討
委
員
会

が
立
ち
上
が
る
。
 

①
　
焼
却
施
設
の
建
設
候
補

地
の
検
討
だ
け
に
限
定
せ
ず
、
 

              

生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
施
設

な
ど
も
総
合
的
に
検
討
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

②
　
現
在
の
場
所
に
建
設
す

る
、
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、

施
設
内
の
最
終
処
分
場
に
埋

め
立
て
ら
れ
て
い
る
焼
却
灰

な
ど
の
全
量
撤
去
を
求
め
て

い
く
べ
き
だ
。
 

①
　
生

ご
み
の

堆
肥
化
、
あ
る
い
は
炭
化
等

の
資
源
再
生
化
な
ど
も
検
討

課
題
と
し
て
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
 

　
焼
却
施
設
と
生
ご
み
堆
肥

化
施
設
は
、
必
ず
し
も
同
一

敷
地
内
に
あ
る
必
要
は
な
い

の
で
、
コ
ス
ト
の
問
題
を
含

め
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
総
合

的
に
協
議
し
て
進
め
た
い
。
 

②
　
焼
却
灰
の
全
量
撤
去
に

は
膨
大
な
費
用
が
か
か
る
。

こ
の
問
題
は
全
国
の
自
治
体

の
大
き
な
課
題
で
も
あ
る
。

全
国
の
動
向
を
見
守
り
つ
つ
、

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
へ

問
題
提
起
を
し
た
い
。
 

 

 

田中一成議員 

環
境
建
設
部
長 

田
中 

県
道
斎
藤
羽
黒
線

の
両
側
1
・
5
メ

ー
ト
ル
は
拡
幅
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
余
野
区
画
整
理
事

業
や
県
営
住
宅
の
建
て
替
え

の
際
に
は
、
道
路
か
ら
下
が

っ
て
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
 

　
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て

拡
幅
予
定
地
内
に
住
宅
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。
行
政
の
対

応
に
一
貫
性
が
な
い
。
 

将
来
、

道
路
と

な
る
土
地
に
建
物
を
建
築
す

る
場
合
は
、
都
市
計
画
法
第

５３
条
の
許
可
が
必
要
。
道
路

用
地
に
直
接
か
か
ら
な
く
て

も
買
収
の
対
象
と
な
る
敷
地

に
建
築
す
る
場
合
に
は
、
用

地
買
収
に
協
力
す
る
旨
の
誓

約
書
を
も
ら
っ
て
い
る
。
 

　
現
実
問
題
と
し
て
建
築
を

差
し
止
め
る
法
規
制
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
の
円

滑
な
道
路
整
備
の
た
め
に
は
、

道
路
拡
幅
予
定
地
内
で
の
建

築
を
控
え
る
必
要
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
 

　
引
き
続
き
、
地
権
者
に
お

願
い
し
て
い
く
。
 

  そ
の
他
の
質
問
 

問
　
浸
水
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
農
地
に
助
成
を
。
 

答
　
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。 

 

 田
中 

環
境
建
設
部
長 



環境建設部長答弁 

健康福祉部長答弁 
どうなった 

　町民と行政が協働でごみ減量に取り組み、成
果を上げていることに満足している。引き続き、
焼却ごみ２０％削減の目標達成に努めていただき
たい。 

質問者の満足度 
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議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、
その後どのように町政に反映されたかも追跡調査しています。 
今回は、平成１９年9月定例会からピックアップしました。 

リサイクルセンターへ資源ごみを持ち込んだ
場合に買い上げをしては。 

　　　(丹羽　勉議員)

資源ごみを買い上げては 

Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
（
文
書
の
隅
に
印
刷
さ
れ
た
四
角
形

の
部
分
）
を
セ
ッ
ト
す
る
と
、
文
書
の
内
容
を
音

声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
活
字
読
み
上
げ
装
置
 

ごみ減量に対する意識を高めてもらうため、
買い取りについては早急に検討したい。リサイ
クルセンターの利用形態についてもあわせて検
討する。 

早急に検討したい 

視覚障がい者のため各窓口や図書館などに
活字文書読み上げ装置を設置するとともに、音
声コードの普及を図るべき。 

　　　(柘植　満議員)

音声コードの普及を 

事業所から回収したダンボール、雑誌などの
資源ごみに助成金を交付する。回収業者によ
る回収は1キロ当たり1円、リサイクルセンタ
ーに持ち込んだ場合は5円助成する。ただし、
事前に事業者の登録が必要。 
一般家庭の資源ごみに対しては、スタンプカ

ード制を導入している。 

事業系の古紙類を購入 

補助事業を活用して、平成２０年度に装置を
数台購入する。設置場所は、ほほえみプラザな
どを予定。 

機器を購入する 

どうなった 

活字文書読み上げ装置を4台、拡大読書器
を2台購入し、機器は福祉課、地域包括支援
センター、図書館、情報課に設置した。 
役場からのご案内などに音声コードを印刷す

ることは、順次進めていきたい。 

購入し、設置済み 
にっこり 
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に生かしてまちの施策　に生かして に生かしてまちの施策　に生かして に生かして 
＜視察日＞ 
総務文教　７月  ８日・  ９日 
健康福祉　７月１４日・１５日 
環境建設　７月１７日・１８日 
議会広報　８月２０日・２１日 

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

住
民
１００
人
で
協
議 

総務文教 

　
新
潟
県
燕
市
は
各
種
建

設
事
業
の
再
検
討
と
、
総

合
計
画
・
行
政
改
革
大
綱

を
策
定
す
る
た
め
、
「
ま

ち
づ
く
り
住
民
会
議（
1
0
 

0
人
委
員
会
）
」
を
設
置
。

委
員
は
公
募
で
選
ば
れ
た

１０
代
か
ら
８０
代
ま
で
。
会

議
は
分
野
別
の
委
員
会
を

合
わ
せ
る
と
、
1
年
で

1
0
0
回
以
上
開
催
。
 

　
1
0
0
人
委
員
会
で
は
、

新
市
の
建
設
事
業
の
検
討

結
果
、
総
合
計
画
・
行
政

改
革
大
綱
の
骨
子
を
作
成

し
、
市
に
提
言
を
し
ま
し

た
。
 

　
大
口
町
も
、
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
制
定
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
時
間
と
手

間
は
か
か
っ
て
も
、
住
民

の
声
が
反
映
さ
れ
る
取
り

組
み
を
し
て
ほ
し
い
。
 

自
分
で
計
画
し
て
行
動
 

 　
地
域
の
課
題
は
地
域
の

住
民
が
考
え
、
行
動
す
る

こ
と
が
重
要
と
の
考
え
か

ら
、
富
山
県
魚
津
市
で
は

地
域
特
性
事
業
を
創
設
。
 

　
こ
の
事
業
は
住
民
が
地

域
の
振
興
方
針
、
活
動
計

画
を
策
定
し
、
地
区
の
各

組
織
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

す
る
と
と
も
に
、
地
域
振

興
の
活
動
や
環
境
整
備
に

対
し
て
補
助
す
る
も
の
で

す
。
 

　
そ
の
活
動
は
広
場
や
公

園
の
整
備
（
花
壇
や
ベ
ン

チ
の
設
置
、
芝
張
り
な
ど
）

か
ら
、
地
域
安
全
マ
ッ
プ

の
作
成
、
地
域
内
の
交
流

事
業
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
 

 
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、

地
域
の
連
帯
感
が
深
ま
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
 

担当者の説明に耳を傾ける委員 
＝新潟県燕市で 

障がい者の適性を 
見極め、仕事を開拓 

健
康
福
祉
 

説明をしてくれた施設長さん(中
央)＝恵那市「たんぽぽ作業所」 

　
長
野
市
の
「
な
が
の
障

害
者
生
活
支
援
協
会
」
は
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
9
施
設
、

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

ほ
か
、
パ
ン
工
房
や
レ
ス

ト
ラ
ン
ま
で
事
業
展
開
し

て
い
ま
す
。
パ
ン
工
房
や

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
就
労
の

受
け
皿
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
恵
那
市
の
「
た
ん
ぽ
ぽ

作
業
所
」
は
、
木
工
を
行

う
福
祉
工
場
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
障
が
い
の
あ
る

高
齢
者
を
受
け
入
れ
る
ア

メ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
 

 
木
工
の
福
祉
工
場
で
は

大
手
企
業
か
ら
園
芸
用
品

の
受
注
が
あ
り
、
月
7
万

円
の
賃
金
を
も
ら
う
人
も

い
る
そ
う
で
す
。
 

　
二
つ
の
施
設
に
共
通
し

て
い
る
こ
と
は
、
障
が
い

者
の
適
性
を
見
極
め
て
仕

事
を
開
拓
し
て
い
る
こ
と
、

高
齢
者
で
も
自
立
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
点
で
す
。
 

　
施
設
に
は
障
が
い
者
の

適
性
を
導
き
出
し
、
仕
事

を
開
拓
し
て
い
く
姿
勢
が

求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、

そ
う
し
た
体
制
が
取
れ
る

よ
う
町
が
援
助
す
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 



ご
み
処
理
有
料
化 

　
　
住
民
が
提
案 

環境建設 

　
鳥
取
県
米
子
市
の
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
日
量

９０
ト
ン
の
焼
却
炉
3
基
と

灰
溶
融
施
設
を
併
設
す
る

最
新
鋭
の
焼
却
施
設
。
焼

却
に
伴
う
余
熱
を
利
用
し

て
発
電
し
、
施
設
内
の
電

力
の
う
ち
８６
％
を
賄
う
。

建
設
費
は
1
4
4
億
円
。
 

　
市
の
施
策
と
し
て
、
ご

み
の
排
出
量
8
％
減
（
１２

年
度
比
、
目
標
年
度
２２
年
）

の
た
め
、
家
庭
系
の
ご
み

処
理
有
料
化
を
実
施
。
４０

リ
ッ
ト
ル
の
可
燃
ご
み
大

袋
が
1
枚
６０
円
と
高
額
で

す
が
、
住
民
か
ら
の
提
案

で
決
定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
 

　
最
新
鋭
の
施
設
が
あ
り

な
が
ら
も
高
額
な
処
理
費

の
有
料
化
に
取
り
組
む
姿

勢
に
は
感
心
し
ま
し
た
。
 

街
の
魅
力
を
高
め
る
 

 　
島
根
県
松
江
市
は
観
光

都
市
を
目
指
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
視
察
し
た
玉
造
地
区
で

は
、
業
界
関
係
者
と
住
民

に
よ
る
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
出
雲
神
話
と
温

泉
街
を
生
か
し
た
整
備
計

画
を
作
成
。
テ
ー
マ
ご
と

に
地
区
を
4
つ
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
案

内
看
板
の
設
置
、
足
湯
、

散
策
道
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
な
ど
、
街
全
体
の
魅
力

を
高
め
る
整
備
に
力
を
入

れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
「
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定

し
て
、
市
内
全
域
を
対
象

に
、
①
空
き
缶
や
た
ば
こ

の
投
げ
捨
て
②
落
書
き
③

飼
い
犬
の
ふ
ん
の
放
置
④

歩
き
な
が
ら
の
喫
煙
│
│

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
 

焼却施設の説明を受ける委員
＝米子市クリーンセンターで まちの施策　まちの施策　に生かして まちの施策　まちの施策　に生かして まちの施策　

各常任委員会は、所管事務の
調査を行うため、それぞれの先
進地を視察しました。 
本会議では諸般の報告として
委員長から調査内容の報告を
行いました。 
視察の成果が町の施策に反
映されるよう町の執行部に要
望もしました。 

誰のため、何のための 
広報かを意識して 

議
会
広
報
 

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

は
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
が
主
催
す
る
議
会
広
報

研
修
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
 

　
全
国
か
ら
3
8
0
人
も

の
議
会
関
係
者
の
参
加
が

あ
り
、
分
り
や
す
い
文
章

表
現
や
表
記
方
法
、
広
報

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
、

基
本
的
な
編
集
姿
勢
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
議
会
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、
編
集
・
出

版
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
芳
野

正
明
氏
に
、
大
口
町
の
議

会
だ
よ
り
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
 

　
大
口
町
の
議
会
だ
よ
り

は
①
住
民
サ
イ
ド
に
立
っ

た
分
り
や
す
い
説
明
②
編

集
・
レ
イ
ア
ウ
ト
に
メ
リ

ハ
リ
が
あ
る
③
見
出
し
や

資
料
・
写
真
の
配
置
が
適

切
で
説
得
力
の
あ
る
紙
面

│
│
と
の
評
価
を
受
け
ま

し
た
。
 

　
一
方
、
表
紙
で
は
①
全

面
写
真
と
花
の
組
み
写
真

に
は
無
理
が
あ
る
②
写
生

大
会
な
の
に
、
子
ど
も
の

手
元
が
隠
れ
て
い
て
残
念

│
│
と
の
指
摘
で
し
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
「
誰

の
た
め
、
何
の
た
め
」
の

議
会
広
報
な
の
か
を
考
え

な
が
ら
、
広
報
の
紙
面
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
 

クリニックを受けた 
議会だよりNo.173
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発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

議
会
だ
よ
り
 

9 月
定
例
会
 N
o
.1
7
4

平
成
2
0
年
1
1
月
1
日
 

まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

毎週土曜日１８:００～２１:００中央公民館の
娯楽室で練習しています。 

【急募】16歳～30歳ぐらいまでの新メ
ンバー募集中です! 
まずは練習をのぞきに来てください。 

取材を終えて 
　太鼓の響きを通じて、一生懸命さと楽
しさが耳に、目に、そして心に伝わって
きます。 
　それぞれが仕事を持ちながらも、汗だ
くになってひたすら太鼓を打ち込む姿に
は、ワークライフバランス（仕事と生活
の調和）が充実している感がありました。 
　多くの尾張太鼓さんのファンが見守っ
ています。これからも頑張ってまちを元
気にしてください。　　　　（岡　孝夫） 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

 議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

 

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

議
員
は
選
挙
区
内
の
方
に
、

答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
年
賀
状
・
寒
中
見

舞
い
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す

こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

年
賀
状
等
の 

　
　
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止 

 

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

の
中
で
、
今
残
念
に
思
う
の

は
、
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン

ト
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る

こ
と
で
す
。「
自
分
さ
え
良

け
れ
ば
」
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

私
た
ち
の
年
代
で
は
と
て
も

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
現

実
に
こ
の
町
内
で
も
起
き
て

い
る
と
聞
き
ま
す
。 

今
、
こ
う
し
た
人
と
対
応

さ
れ
て
い
る
先
生
方
の
ご
苦

労
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。 

自
分
で
は
気
付
か
な
い
う

ち
に
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い

な
い
か
―
―
―
。
自
問
自
答

し
て
い
る
昨
今
で
す
。 

（
宮
田
和
美
）  
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おおぐち議会だより　No.174
平成20年11月1日発行 18

手続き簡単 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

次回定例会 

尾張太鼓のホームページは 
http://www5a.biglobe.ne.jp/̃owari/ 
または町ホームページのリンク集から
どうぞ。 

♪　いきなりですが、プロ・アマどっち？ 
　「もちろん、アマチュアです」 
 
♪　それでは、みなさん、普段はどういったお仕事を？ 
　「一般のサラリーマンはもとより、医師、フリーの
司会者、接骨院の院長、高校生など、さまざまです」
　 
♪　一番の楽しみを教えてください。 
　「演奏を通じ、客席とステージの一体感を肌で感じ
る瞬間、そしてお客さまから大きな拍手を頂いたとき
は、太鼓をやっていて本当に良かったと実感します」 
 
♪　活動方針とこの先目指す方向は？ 
　「和太鼓を通して地域社会に役立ちたい。そして、
第2回自主公演の開催を活動方針としています。これ
からもアマチュア界のトップレベルを目指してバチを
握り続けていきます」 
 
♪　町政や議会への要望がありましたら。 
　「どうぞ、大口町のPRに尾張太鼓を利用してくだ
さい。私たちは精いっぱい、元気パワーを発信します！ 
また、活動を継続していくためには、太鼓の購入費や
修繕費等、多額の費用がかかるので、さまざまな角度
から支援していただけると大変ありがたいです」 


	174_01.pdf
	174_02.pdf
	174_03.pdf
	174_04.pdf
	174_05.pdf
	174_06.pdf
	174_07.pdf
	174_08.pdf
	174_09.pdf
	174_10.pdf
	174_11.pdf
	174_12.pdf
	174_13.pdf
	174_14.pdf
	174_15.pdf
	174_16.pdf
	174_17.pdf
	174_18.pdf

